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与謝野町は、2021 年 9 月に開催が予定されている「国連食料システムサミット 2021」の

趣旨に賛同し、同サミットへ農業を通じた持続可能な食料システムに資する取り組みをコ

ミットメントとして農林水産省を通じて提出しましたのでお知らせします。

【与謝野町のコミットメントの内容】

・化学肥料削減のため、2030 年度までに与謝野町の水稲作付農家における「京の豆っこ米」

の栽培割合を 30%まで拡大し、自然循環農業を推進します。

・「京の豆っこ米認証制度」を実施します

※与謝野町のコミットメント策定にあたっては、同サミットの開催目的、テーマの他、農

林水産省の「みどりの食料システム戦略」に沿っています。

【国連食料システムサミット】

「国連食料システムサミット」(FSS：Food Systems Summit(フードシステムサミット))と

は、国連の持続可能な開発目標(SDGs)の達成のためには持続可能な食料システムへの転換が

必要不可欠だという、グテーレス国連事務総長の考えに基づき開催される国連主催のサミッ

トです。2021 年 7 月ローマでプレサミットが、2021 年 9 月にニューヨークでサミットが開催

される予定です。

同サミットは、食料システムの視点で捉えて、その持続性の確保を世界的な共通の課題と

して議論し、今後のあるべき姿を示そうとする各国ハイレベルによる初めての国際会議とな

ります。

【参考】

与謝野町のコミットメント 別添

農林水産省 国連食料システムサミット

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kanren_sesaku/FAO/fss.html

農林水産省 国連食料システムサミット コミットメント

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kanren_sesaku/FAO/commitment.html

農林水産省 みどりの食料システム戦略

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

「国連食料システムサミット 2021」へのコミットメントを提出
～ 京の豆っこ肥料を通じた持続可能な食料システムを目指して ～

【取材・問い合わせ先】

農林課（担当：矢野）

電話 ０７７２‐４３‐９０２３

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kanren_sesaku/FAO/fss.html
https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kanren_sesaku/FAO/commitment.html


食料システムサミット（FSS : Food Systems Summit）へのコミットメント

 
   与謝野町は、全ての持続可能な開発目標の達成に向け、持続可能な食料シ
ステムへの変革のための具体的な行動を推進するために開催されるFSSへの
支持を表明します。

　当町は、持続的な食料システム、特に「環境に調和した農業の推進」の実
現に貢献するため、化学肥料使用の削減に取り組みます。

【具体的な取組・目標(コミットメント)】
　　①　化学肥料削減のため、2030年度までに与謝野町の水稲作付農家における
　　　「京の豆っこ米」（※）の栽培割合を30%まで拡大し、自然循環農業を推進
　　　します。
　　②「京の豆っこ米認証制度」を実施します。

【関連情報】

　　　　　　　　　　　
　https://agricycle.jp/

与謝野町  （京都府）

※与謝野町では“おから”を主原料とした有機質原料100％
の肥料“京の豆っこ”を製造・販売しており、この“京の
豆っこ”で栽培されたお米を“京の豆っこ米”として販売し
ています。

https://www/

